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 ヤフーで22年在籍し感じたことは、学び続ける専門家でないと、学びを止めた瞬間に素人になる。学び続ける習

慣がある人にはアドバンテージがある。学び続けることを習慣化することが重要。 

 マイノリティでいることを恐れないことが大事。熱中することを見つけて飛び込むことで知的好奇心が持続するし、苦に

ならない。流行に乗るというのは周りが見えなくなる側面もあり、自分の好きなことを見つけることが大事。 

 吉田松陰先生は、当時は圧倒的なマイノリティであったにも関わらず、恐れずに行った。異常ともいえる知的好奇心は

素晴らしい教え。 

 人生が長くなり、大学等で学び就職しても、10年後にその職業自体がなくなるリスクもある。その時に企業、組織にど

うやって貢献するかを考えると、チームの為にどれだけ汗をかけるかが大切。 

第１回 これからの時代に必要な資質や能力・学びの在り方 

 山口県はどこと競争するのかを考える際には、あまり隣を見る必要はない。長野県白馬村は非常に面白く、東京を全

く見ていない。山口県は素晴らしい海、温暖な気候を有しており、どのカテゴリーで秀でようとしているのかを考える

ことが重要で、その中で教育をすることが大事。 

 限りある資源（お金等）をどの世代にどう使うかという議論をし、教育環境を整えていくことが必要。 

 世の中は、作る人と消費者で回っており、作る人を増やすことが大事。コンピューターは創造する道具のはずが、現

在は見るため、消費のための道具になっている。プログラミングに限らず、作る人を増やすことが重要。 

 若者にクリエイティブなことをさせることが重要。そのために、上司や先生の役割は情熱を解き放ってあげること。自

身のスキルと、教えることや管理すること評価することは別次元で、徹底的に研修をすることが必要ではないか。 

◆ トークセッション発言要旨 

◆ 山口県への提言 

前 ヤフー株式会社 取締役会長 

宮坂 学 氏 

1986年山口県立防府高等学校を卒業後、同志社大学経済学部に入学。1991年３月同大卒業後、ベン

チャー企業ユー・ピー・ユーに入社。 

1997年６月、設立２年目のヤフー株式会社に転職、2002年１月メディア事業部事業部長に就任、

2009年執行役員コンシューマ事業統括本部長に就任。前社長兼ＣＥＯ・井上雅博の後を受け2012年

４月１日執行役員のままＣＥＯ就任、2012年６月からヤフー株式会社代表取締役社長に就任。2018

年６月ヤフー株式会社取締役会長に就任。（2019年６月退任） 
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 子供だけでなく大人も一緒に学ぶ時代として、学びを再定義する。市民が一緒になってテクノロジーを活かして社会を

作っていくのが現在の流れ。 

 高校生は実課題に対応できるとことをもっと認識すべきであり、実課題と向き合った方が将来につながる大きな力

が身につく。参考になるものとして、徳島商業高等学校でカンボジアにJICAのお金を使って工場を建てた例、大手企

業の課題解決に取り組む中学生の例がある。 

 今までの教育は、インプットしてテストでアウトプットすることが一つのサイクルであったが、これからの教育は知識を使っ

て問題を解決するまでが含まれ、且つテクノロジーを活用するということも含まれている。 

 解決したいから自分で調べる。解決するために何をするのかという思考パターン（思考の習慣化）が必要になる。身

近な課題を自分たちの手で解決する成功体験を積むことが大事。 

 幼児、小学校の時期が非常に重要で、幼児期に自分は自分でいいと思い、小学校期に自分のことは自分ででき

ると思うことが、大人になり、自分が、自分と世界を幸せにできると思える土台となる。オランダでは、小学校内のけ

んかを、先生ではなく５，６年生が、話し合いで解決する支援を行う。けんかをした子どもたちは、低学年でも、怒り

を鎮め、出来事を振り返り、仲直りする方法も自ら考える。 

 共生、協働、共創の土台となる対話力を幼児期から育むことが重要。 

 自分が何を大事にし、何を考えているのかをしっかり認識することが大切で、加えて感情を扱える人になることも大事。 

 今の時代はテクノロジーのお陰で、一人の人間が社会を変えることができると言われるくらい大きな力を手に入れた。

リーダーだけではなく、全員が倫理観を持たないと社会が終わると言われており、倫理教育は今まで以上に重要に

なる。 

 大事なことは、なぜ教育は変わらないといけないのかということを、みんなでビジョンとして握ること。 

 先生が創造する心理的に安心なスペースを用意する必要がある。創造はリスクを伴うことであり、批判をせず、挑

戦を見守り、手助けし、応援しプロセスを見守ることが大事。 

 意見に理由と事例をつけて話す、ということを幼児期から練習することが重要。多様性を活かしイノベーションを生む

ことが期待される時代。異なる経験や背景を持つ人たちが共創に向かうためには、対立を恐れず、自分の意見を

伝える際には、その背景となる世界観も併せて伝える力が不可欠である。 

◆ トークセッション発言要旨 

◆ 山口県への提言 

昭和女子大学ダイバーシティ推進機構キャリアカレッジ学院長、21世紀学び研究所代表理事 

熊平 美香 氏 

ハーバード大学経営大学院でＭＢＡを取得後、金融機関金庫設備の熊平製作所・取締役経営企画室長な

どを務めたのち、日本マクドナルド創業者・藤田田に弟子入りし、新規事業立ち上げや人材教育の事業

に携わる。独立し、株式会社エイテッククマヒラを設立。ＧＥの「学習する組織」のリーダー養成プロ

グラム開発者と協働し、学習する組織論に基づくリーダーシップ、チームビルディング、組織開発を軸

にコンサルティング活動を開始。文科省国立大学法人評価委員会委員、経産省未来の教室とEdTech研

究会委員、放送大学学園評価委員会委員、青山ビジネススクール評議委員会委員、ハーバード・ビジネ

ススクール・グローバルアドバイザリーボード メンバー等を務める。 
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 これから子供たちに必要な力は、コンピューターにまねできない「作る力」、世界中の多様な価値観の人と協働して

新しい価値を作り出す「コミュニケーション力」。 

 テクノロジーは目的でなく手段。それを使って何をするかが大事。インターネットなどが広まった現在は、知識を持ってい

ることに対する優位性が下がっている。これからは新しい価値を生み出す創造力や表現力が大事。 

 教育にテクノロジーを入れるメリットは、楽しくみんなでつながって便利に学ぶことができること。(創造・共有・効率) 

 創造と共有が重要であり、その時間の確保に向けて、テクノロジーを活用した効率的な学びが必要。 

 創って表現するということは、人間が生きるということと同義。創造力については、破壊的なイノベーションを起こす創

造力や工業製品や著作物を作る創造力ではなく、毎日の中での創造力が重要。冷蔵庫の中のものを使って新し

い料理を作る、いつもと違う道を発見して通ってみる、冒険してみるというような、全ての人が本来持つ創造力が重要。 

 「０→１」「１→２」「１→10」も創造性人材。学校現場では、自分の頭で考えてちょっとしたことでもいいので、

価値を作り出す中でいろいろな人材を育てていく必要がある。 

 プログラミング教育は、プログラマー育成ではなく、これからを生きる子供たちを含め全ての人たちが新しいテクノロジーの

使い方を知っている、基礎教養であるという考えに基づいて取り組んでいる。 

 プログラミング教育はプログラミングを教えるという以上に、学び方の転換となる可能性を秘めた学び方。教科横断で

創りながら学んでいく、様々な教科科目を統合し活用しながら学んでいくためのツールとしてプログラミングが存在する。 

 先生はファシリテーターになれば良く、地域にあるエンジニアや、IT企業など、リソースを集めてきて、教えることのプロ

フェッショナルとして、そういった方と連携する事で、新しい授業を構築していく。 

 開かれた教育課程のトリガーとしてプログラミング教育というものは機能していく。 

 座右の銘は「imajine & realize」。頭で考えて（想像）、実際に形にする（創造）することが大事。 

 イタリアのレッジョ・エミリアという町が、幼児教育で非常に有名な町。もともとイタリア人でも知らない小さな町だったが、

幼児の創造性教育を始めてから、非常に面白いということでグローバルな雑誌が世界中から取材に来た。 

 「ワークショップコレクション」を一緒にやりたい。子供の為にこのような活動をすることによって、地域に一体感が生

まれ、利害関係のある企業もみんな集まって同じ方向に向かう。結果的に地方創生にもつながる。 

 「超教育協会in山口」を作りたい。産業と世界最先端の技術を集結した場所、例えば教育特区のようなものを作

り、インフラを完全に整備して、新しいことにチャレンジしたい企業や人がみんな集まってくる場所を作りたい。 

 デジタル教育ではなくて、創造コミュニケーション型の創造性教育を行いたい。 

 学校内で探究的な学習ができる環境を作り、全ての人が格差の少ない教育環境を整備できるといい。 

 「世界最先端教育都市長州アゲイン」 

◆ トークセッション発言要旨 

◆ 山口県への提言 

ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長、慶應義塾大学教授 

石戸 奈々子 氏 

東京大学工学部卒業後、マサチューセッツ工科大学メディアラボ客員研究員を経て、NPO法人

CANVAS、株式会社デジタルえほん、一般社団法人超教育協会等を設立、代表に就任。慶應義塾大学

教授。総務省情報通信審議会委員など省庁の委員多数。NHK中央放送番組審議会委員、デジタルサイ

ネージコンソーシアム理事等を兼任。政策・メディア博士。 

これまでに開催したワークショップは3000回、約50万人の子どもたちが参加。実行委員長をつとめ

る子ども創作活動の博覧会「ワークショップコレクション」は、２日間で10万人を動員する。デジタ

ルえほん作家＆一児の母としても奮闘中。 
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 世の中に価値があることは何だろうということから考え直してもいいような、ワクワクする時代が来る。その時に、自分もみ

んなも幸せになれる方法を一生懸命考えられる力が求められる。まずは身近なところから、自分の価値を実感でき

る環境も重要になる。 

 「共有」は教育において重要な考え方になっている。今までは教員が教える側、生徒が教わる側という構図だったが、

インターネットの情報量と比較すると、教員と生徒との知識量の差は無いに等しい。常に生徒がインターネットにつ

ながっている環境（1人1台のPC)になると、教える側、教わる側ではなく、互いに「共有」するという概念になる。

本校では、学内のメンバーはもちろん、大学や企業など学校以外の方ともつながっていこうという活動をしており、その

ツールとしてデジタルがある。 

 大切なことは世界の誰も答えを知らない問題へどうアプローチするかということで、その方法と楽しさを学んでほしい。 

 入学して最初のオリエンテーションで、「世界の未来をつくるのはあなたたちです、私たち教員は本気で信じています。教

員が知っていることはすべて教えるから、みんなが幸せになれる未来を一緒に考えていこう」と新入生に伝えている。 

 自分の興味があること、好きなことを掘り下げると学び方、学ぶ楽しさがわかる（興味が拡散する）。一度得意な

ことを深く掘り下げ、横展開が出来ないかという視点を、研究活動やPBLという形で求めた。 

 （教える順序として）各論や準備ではなく、まず本物に触れることが重要。本物を知り、興味を持つと各論を知りたく

なる。PBLや研究活動と教科をどう繋げていくか、教員の専門性が重要になってくる。 

 生徒が研究テーマを考える際には、「世界の誰も知らないこと」というハードルを設けている。誰も答えを知らないテーマ

だと教員も答えを教えられない。生徒と一緒に考えるしかない。ともに楽しみながらゼロからイチを生み出す活動。 

 当事者意識を持ちながら学ぶことが大事。例えば、医師志望の学生には、医学部に入ることだけではなく、「医師

とは何か」、「医療とは何か」を深く考えて欲しい。そのために（医進・サイエンスコースでは）、順天堂大学医学部付

属練間病院と連携して、患者さんの検体を用いた病理診断セミナーや、術前カンファレンスから実際の手術にまで立

ち会う実習など、本物に触れる機会を設けている。病院や大学との連携が果たしている役割は大きい。 

 ポイントゼロとしては、インフラがないと始まらないので情報インフラの整備が必要。 

 1点目は、学校をオープンにすること。 WIN‐WINの関係でみんなが教育に携われる仕組みづくりが必要。それでも、

教育のイニシアティブは教員が取るべき。まずは、教員のマインドセットを社会とシームレスなものにすることが必要。 

 2つ目は、ビジョンの共有、山口県としての教育方針、教員とはどうあるべきかなどが共有されることが大事。 

 3つ目は、教育の中で、どこを大切にし、どこをアップデートしていくべきなのかを考えること。教育は150年変わってな

いという話があったが、変えるべきではない部分もある。教育の「不易と流行」を意識し、いつの時代においても重要なこ

と（不易）と時代に合わせて変えていく部分（流行）を仕分けしていく必要がある。 

◆ トークセッション発言要旨 

◆ 山口県への提言 

広尾学園中学校・高等学校 医進・サイエンスコース統括長 

木村 健太 氏 

広尾学園のキャリア教育、進路指導部、ICT・システム課の立ち上げメンバーで、国内外の大学、企

業との新たな企画や連携を構築。同校の理系教育や中高大産学連携の中核を担う。2011年からは医

進・サイエンスコースのスタートアップ、マネジメントを担当。生徒主体の本格的な研究活動と医

療や研究の実際に触れるキャリア教育を軸とした教育を展開。学校外では、OECD Education 2030 

IWG meetingへの参加や、東京都 科学の祭典運営委員[12-現在]、科学技術振興機構 ジュニアドク

ター育成塾推進委員[16-現在]、NPO法人 遺伝カウンセリング・ジャパン理事[18-現在]、経済産業

省 未来の教室とEdTech研究会委員[18-現在]などを務め、教育界及び社会への貢献に尽力している。 
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 新たな学習指導要領が念頭に置いている2030年の社会というものは、人生100年時代、スマート社会、そういっ

た時代背景。確実に変わっていくことは間違いないけれども、そのスピードや責任感、その度合いにおいてこれまでに

経験がない、そういう変化を我々は迎えている。その中で教育をどのようにしていくかというのがまさに問題になっている。 

 「社会に開かれた教育課程」が新たな学習指導要領のキーワード。知識の習得をきちんとしたうえで、それを活かし

て、思考、判断、協議して、それを通して何ができるようになるのか、学びに向かう力とか人間性が非常に重要になる。

状況に応じて、自ら目的を設定し、答えが無数にある課題に対して、その最適になる解というものを状況に応じて

導き出していく力が教育や学校において求められる。そのために「社会に開かれた教育課程」を推進したいということ。 

 これからの学校教育は、よりよい学校教育を実現しようと思ったら学校や教育委員会の教育資源だけでは足りない。

いかに学校外の教育資源を動員して子供たちの教育に還元していくかが前提として考えられる。 

 コミュニティ・スクールは、ビジョンを学校が、保護者や地域の方と共有し、目的の実現に向けて統合していく仕組

み。学校と地域が対等な立場に立ち、子どもの健やかな学びを育成していく、いわば知恵を出し合う参謀本部的な

役割を果たす。ここで話し合った内容については、具体的に地域の必要や課題に応じて、また地域の資源に応じて地

域学校協働活動という形で、子供たちに様々具体的な体験の場を提供していく、そういう取り組みが大変重要。 

第２回 第１部 課題発見・課題解決能力を育むコミュニティ・スクール 

 （高校における）探究の時間においても、高校にコミュニティ・スクールを配置している中で、これを活かした取り組み

がある山口県として、先駆けとして発信していただけるとありがたい。 

 コミュニティ・スクールの先進県、トップを走っているがゆえに様々な課題を抱えているのが山口県の現状だと思った次第。

コミュニティ・スクールをひとつのトリガーとして教育力の向上を進めてほしい。高等学校へのコミュニティ・スクール導入に

も大変期待をしている。 

 中央教育審議会に包括的な諮問している大きな柱は、高等学校教育改革。ぜひ山口県には先進的な例として、

議論に影響を与えるような取り組みをしていただきたい。 

◆ トークセッション発言要旨 

◆ 山口県への提言 

文部科学省 総合教育政策局 社会教育振興総括官（兼）政策課長 

寺門 成真 氏 
  
茨城県生まれ。１９９１年４月、文部省入省。 
文化庁、初等中等教育局、高等教育局、石川県等の勤務を経て、２００８年９月、教育政策全般のと
りまとめである文部科学省生涯学習政策局政策課教育改革推進室長に就任。 
復興庁総括官付参事官、高等教育局医学教育課長、内閣官房人生１００年時代構想推進室参事官等を
経て、２０１８年４月、生涯学習政策局政策課長に就任。２０１９年７月より現職。 
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 大事なのは大学時代。大学時代に出ていった学生が、都会に自分をアジャストさせることに必死になるため、地域がど

れだけ18歳まで頑張っても、それが薄れる時間となる。それをどのように繋いでいくか、いつか山口のためという思いを

失わずに膨らませる４年間に出来るかというのが、教育改革と地域の未来づくりに直結する。 

 キーワードは「憧れの連鎖」。高校生のプロジェクト学習、地域で育まれたという実感を感じるような課題解決型学

習の時間は原体験、種になる。そのプログラムに、島根県出身や島根県から出た学生に、サンライズ出雲の30席

を用意する。この大学生たちが高校生の挑戦プログラムのサポーターに入る。そこに島根の大人、県の５部長、副

知事、島根の若手経営者、財界トップ、大学学長に入ってもらい、島根で挑戦したくなる島根づくりを、高校生を

真ん中にして、あこがれの背中を持った若手経営者が混ざって行うという場を設けている。憧れのかっこいい大人の

姿を県内に見せることで、必ず戻ってくる。これがキャリア教育の根底だろうと思う。 

 「憧れの連鎖」ができていくことが、コミュニティ・スクールを作って本当に良かったと地域も思えるものだと思う。 

 コミュニティ・スクールは、子供の前に立って大人が変われるか、外野ではなく当事者にしていく流れをどう作るか。

応援団ではなく、山口県の人づくりに責任を持つという経営者を少数でも集めて、リードしてもらって変えてもらいたい。 

 高校時代に、「力をつけて、いつか山口のために、この山口の未来は自分たちで作りたい。」いう意志、将来帰ってくる

原点になる意志を持って卒業するかが究極の到達点。（従って）社会的感度が最も育つ15～18歳の高校時代

を対象に、地域の人づくりをする活動をしている。 

 これまでは、課題解決の答えがあって、重要なのは生産性とスピードであり、組織は一糸乱れる統率や、公式・ルー

ル・マニュアルが大事であったが、これからは答えがあることや予測さえもITがやってしまう。人間が行う仕事は、答え

がまだ無い仕事や前例通りではない仕事。小さくても昨日を超えることを導き出せる人が必要。もっとこうしたいとい

う想いが伸びるかどうか、答えが無いことに対して勝算が見えなくても一歩目を踏みだすことで変化を起こすことが

大事。willを育む機会が大切な時代になり、その機会を作ることがコミュニティ・スクールの役割かもしれない。 

 これからの時代は、プラン通りに進み成果が出るとも限らないことから、その課題はあなたが見つけた課題か、やりたい

エネルギーが動いているかが一番重要。次に、失敗するかもしれない一歩目を自身で踏みだしているかが重要。こ

ういうPBLの機会を作っていけるか、人生の縮図体験となるようなPBLになっているか重要。 

 （こうした取り組みを行う上で）課題の1つ目は県立高校と基礎自治体との関係。基礎自治体は県立高校に簡単

には手出しできない。その中でwillとアクションをどう体験させであげるかという難しさ。2つ目は、学校を、学校の中

にある経営資源だけで経営するのではない経営体にどう進めるか。3つ目は言うまでもなくITの活用。４つ目は・地域

で育てたい子ども像について、今までと何を変えたいのかということを、共通認識にすることの難しさ。 

 （地域と学校との連携の持続可能性と、教員の負担とのジレンマについて）本質は、子どもがワクワクしてイキイキす

るシーンを、教員が本当に見たい、作りたいと思っているが大事。子どもを真ん中に置くようにして活動することが大切。 

◆ トークセッション発言要旨 

◆ 山口県への提言 

一般財団法人 地域・教育魅力化プラットフォーム 代表理事   

水谷 智之 氏 
  
２００６年㈱リクルートＨＲマーケティング代表取締役、２００７年㈱リクルート取締役（人事・総
務・広報担当）を歴任し、人材育成ＰＤＳの構築、採用・育成・抜擢要件の構築、次世代経営者育成
プログラムを構築。２０１２年より㈱リクルートキャリア初代代表取締役社長に就任し２０１６年３
月末退任。２０１７年には社会人大学院大学「至善館」理事兼特任教授に就任。２０１８年経済産業
省「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」委員、「『未来の教室』とＥｄＴｅｃｈ研究
会」委員、内閣官房「教育再生実行会議」委員も務める。 
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 コミュニティ・スクールとあるが、実際は限られた人だけがやっている。地域の人たちは、おそらく学校を変えられると

は思っていない。児童や生徒だった時代から学校を変えられると思うなよと先生に言外に教えられてきたから。 

 生徒たちが学校を変えられるようにすることが重要。あるいは地域の市民たちが学校の問題に深く関わっていき、ここを

変えたという実感を持つような経験を1つでも多く増やさなければならない。 

 地域の一役を担うような学校を、生徒や市民が変えられると信じられるようにしていかなくてはいけない。真のコミュ

ニティスクールはそれだと思う。学校に地域の人たちが入ってくることはいいことだが、入ってきても、学校のしきたりの中

でしか動けないのであれば意味が無い。入ってきて学校の仕組み自体をダイナミックに変え続けること、いろんな人たち

が変え続けること、先生たちもそこに意見が言えるし、地域の人たちも主体になれるという状況をいかにつくるか、こ

ういったことをコミュニティ・スクールの中でできたらいいと思う。 

 コミュニティ・スクールに来る人たちを増やすこと、継続的に、本人たち自身が組織化するなど、うまく回していくためには、

（ワークショップで大切なことは、）誰かが正しさと楽しさのバランスをとっておくこと。正しさの方向に移行しがちだが、

正しい話が続くと、つまらない。コミュニティ・スクールに行けば楽しい気持ちいい体験ができるか。学校と地域が対

等な立場で話し合いや楽しみ合いの環境を作ることや、楽しさから入って正しい話をしていくという戦略が必要。 

 楽しさとは一体何か。本当の意味で楽しめると思える仲間をつくりに学校に入り込んでいけばいいし、教員も楽しめ

るものを課外活動の一つとして地域と一緒にやっていく。そういった場が教育の中にあった方が良い。 

 世界中の高校生に実施されている、あなたたちは社会を変えることが出来るかというアンケートがあるが、北欧、フランス

は高く、80％くらいは変えられると思っているのに、日本は16％くらいの高校生しか社会を変えられると思っていない。

自分たちが学校のルールを変えたことがあるか、自分たちが学校運営に関わって何か状況を変えることが出来たかどう

かが影響している。自己効力感がないまま、自分が力を発揮した感覚のないまま、大学で都会に出た場合、就職して

徐々に出来ることが増えていくと、あこがれる人がいる、あこがれてくれる人がいる場所が都会になってしまう。 

 早くから自分に何かができるという自信を付けるという状況を、学校、地域で作った方が良い。憧れの連鎖を動か

すためにはもちろん学校だけではできないが、連鎖の中で、自分自身が何かできるか、力を認めてくれる人たちの輪を、

地域の中で18歳までにどれだけ作ることが出来るのか、がコミュニティ・スクールに求められているものではないか。 

 学校教育では、デザイン、アートがもう少し幅を利かせても良い。他者と違うことが認められる世界であり、どれだけ

はみ出したか、それが成長の過程でどれほど良いことかを発言できる教員がいない。 

 行政は変革を生む人と組めるかどうかが重要になる。また出ていくものを追わないというのも重要で、出ていく先で地

域を宣伝してもらう。出ていった人や外の人とどれだけ組めるかということを意識すべき。 

◆ トークセッション発言要旨 

◆ 山口県への提言 

株式会社studio-L 代表取締役   

山崎 亮 氏 
  
１９７３年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院および東京大学大学院修了。博士（工学）。 
コミュニティデザイナー。社会福祉士。 
建築・ランドスケープ設計事務所を経て、２００５年にstudio-Lを設立。 
地域の課題を地域に住む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わる。まちづくりの
ワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参加型のパークマネジメントなどに関するプ
ロジェクトが多い。 
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